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パ ネル

現
在
は

文

部
省
の

管
轄
に

あ
る

。

　
三

　
公
認
（

宗〉
教
制
と

宗
教
教
育

　
こ

の

よ

う
に

公
教

育
に

お

い

て

多
様
な

宗
教
教
育
が

可
能
と

な

る

制
度

的
背
景
と

し

て

は、

第
一

に
、

厳

格
な

政
教
分

離
制
ほ

ど

国
家
と

宗
教
団

体
の

関
係
は

分
離
さ

れ
て

い

な
い

が、

国
教
制
の

よ
う
に
一

つ

の

特
定
の

宗
教
（
団
体）

を
公
認
す
る

の

で

は

な
く、

特
定
の

複
数
の

宗
教
（

団

体
）

を

公

法
人
な

ど

と

し
て

公

認
し

国
家
が

支
援
や

監
督
や

協

働
を

行
う
と

い

っ

た、

公
認
（
宗
）

教
制
を
タ
イ

が

採
用
し
て

い

る
と

い

う

点
で

あ
る

。

タ
イ

で

は

仏
教
（

上

座
仏
教、

華
人

系
・

ペ

ト
ナ
ム

系
大

乗
仏

教
）

、

イ
ス

ラ

ー

ム
、

キ

リ

ス

ト
教、

バ

ラ

モ

ン
・

ヒ

ン

ド

ゥ

ー
教、

シ

ー
ク

教
の

特
定

団
体
が

公
認
さ

れ
て

い

る
。

　
第
二

に

公
教
育
に

お

け
る

宗
教
教

育
や

道
徳
教
育
へ

の

参
入
と

い

う
点

で

は、

公
認
さ

れ
た
諸
宗
教
（
団
体）

は、

優
遇
措
置
を
与
え
ら
れ

て

い

る

こ

と
が

多
い

と

い

う
点
で

あ
る

。

タ
イ
の

場

合
こ

の

点
は

法
的
に

明
記
さ

れ
て

い

る
。

　
第
三
に

、

公
認
の

宗
教

団
体
や

そ
の

関
連

団
体
は
、

省
庁
や

地
方

公
共

団
体
の
一

部
で

は

な
い

も
の、

行
政
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

に

組
み

込

ま
れ
た

グ

レ

ー
ゾ
ー

ン

組
織
と

同
等
の

位
置
づ

け
を

有
し
て

い

る
。

　
第
四
に

、

宗
教
教
育
を
行
い

や

す
く
す
る

制
度
的
仕
掛
け
と

し
て、

公

認
（

宗）

教
制
の

枠
組
み

や、

宗
教
人
口

統
計
お

よ
び

国
民
携
帯
証
の

よ
う

な

制
度
を

通
じ
て、

宗
教
帰
属
意

識
と

と

も
に
、

帰

属
す
る

べ

き

宗
教
カ

テ

ゴ

リ
ー

を
も

国
家
が

水
路
付
け、

宗
派
性
を

縮
減
し
て

い

る
。

　
四
　
ま

と
め

　
以
上
の

よ
う
に

タ
イ

で

は

公
認
（
宗）

教
制
を

背
景
に、

諸
制
度
の

連
関

に

支
え
ら
れ
つ

つ
、

宗

教
団
体
と

り
わ
け
上

座
仏
教
が
公

教
育
の
一

部
に

関
わ
っ

て

い

る
。

そ
し
て

そ

の

教
育
活
動
も
多
岐
に

わ
た
る

。

　
な
お、

こ

れ
ら
の

点
に

つ

い

て
、

厳
格
な
政
教
分

離
を
重
視
し
な
い

宗

教
制
度
の

存
在
を

日
本
の

よ

う
な

国
に

お

い

て

ど

の

よ
う
な

立
場
か

ら

提

示
す
る
の

か

と

い

っ

た
点
や、

宗
派
性
の

縮
減
に

よ

る、

コ

ミ
ュ

ナ

ル

な

帰
属
意

識
を

強
化
の

問
題
な
ど
も

指
摘
で

き
よ

う
。

高
校
の

教
科
書
に

見
ら

れ

る

「

仏
教
」

に

つ

い

て

江

　
田

　
昭

　
道

　

教
育
基

本
法

第
一

五

条
第
二

項
で

は、

「

国
及
び
地

方
公
共
団

体
が

設

置
す
る

学
校
は
、

特
定
の

宗
教
の

た

め

の

宗
教
教
育
そ
の

他
宗
教
的
活
動

を
し

て

は

な

ら

な
い

」

と

定
め
ら
れ

て

い

る

が
、

こ

の

こ

と

は
、

個
々

の

宗

教
に

関
す
る

事

柄
が
公
立

学
校
で

全
く
扱
わ
れ

て

い

な

い

と

い

う
こ

と

を

意

味
す
る

の

で

は

な
い

。

中
学
の

「

日

本
史
」

や

高
校
の

「

倫
理
」

「

日

本
史
（

A
／
B
）
」

「

世
界
史

〈

A
／
B
＞

」

な
ど

で

は、

宗
教
に

関

す
る

具
体
的
な

事
柄
が

扱
わ
れ
て

い

る
。

　
宗
教
に

関
す
る

事
柄
を

扱
う

科
目
の

内
、

も
っ

と

も

詳
し
く
「

仏
教
」

を

取
り

扱
う
の

が
、

科
目
「

倫
理
」

で

あ
る

。

「

倫
理
」

は

選

択
科
目
で

あ
る

が
、

時
事

通
信
社
の

調
査
に

よ
れ

ぱ
、

こ

の

約
二

五
年
間
で
一

千
万

冊
以
上
も
の

教

科
書
が

採
択
さ

れ
て

お

り
、

決
し
て

マ

イ
ナ

ー

な

存
在
で

は

な

い
。

　
「

倫
理
」

の

授
業
で

中
心
的
な

位
置
を

占
め

る

の

が

教
科
書
で

あ
る

。

ま

た
、

こ

の

教

科
書
の

記
述
は

、

生
徒
か

ら

「

真
実
」

と

し

て

見
な
さ

れ
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る

可

能
性
が

高
い

だ
け
で

な

く
、

「

文

部
科
学
省
検
定
済
」

と
い

う
お

墨

付
き
に

よ

り、

「

学
校
教

科
書
」

と
い

う

枠
組
み

を

超
え、

公
的
な

認

識

と

し
て

扱
わ
れ

う
る

。

科
目
「

倫
理
」

に

つ

い

て

考
え

る

際、
「

倫
理
」

教
科
書
の

記
述
の

検
証
は

不
可
欠
で

あ
る

。

　
こ

の

「

倫
理
」

教
科
書
の

記
述
に

大
き

な
影
響
を

与
え
て

い

る
の

が、

『

学
習
指
導
要

領
』

な

ら

び

に

そ

の

解
説
書
『

学

習
指
導
要
領
解
説
　
公

民
編
』

で

あ
る

。

そ

の

影
響
力
の

大
き

さ

は
、

ほ
と

ん
ど

の

「

倫
理
」

教

科
書
が、

『

学

習
指
導
要
領
』

の

提
示

す
る

項
目
立
て

に

沿
っ

た

構
成
を

取
っ

て

い

る

こ

と

な

ど
か

ら

窺
え
る

。

『

学
習
指
導

要

領
』

で

は
、

イ
ン

ド

仏
教
と

日
本
仏
教
は、

そ

れ
ぞ

れ

異
な

る

項
目
で

取
り
扱
わ
れ
て

い

る

が、

そ

れ

ら

個
々

の

項
目
に

は
、

別
々

の

「

ね

ら

い
」

が
設

定
さ

れ
て

い

る
。

そ

れ

ぞ
れ
の

項
目
の

「

ね

ら
い
」

を

対
比

す
る

と
、

『

学
習

指
導
要

領
』

は
、

イ

ン

ド

仏

教
を

教
え

る

項
目
に

つ

い

て
、

一

人
の

「

人
間
」

と

し

て

の

在
り

方
生
き

方
を
考
え

さ

せ

る
こ

と
を

目
的
と

し
て

設
定
す
る
一

方
、

日

本
仏
教
を

教
え
る
項

目
に

つ

い

て

は、

国
際
社
会
に

生
き
る

「

日

本
人
」

と

し
て

の

在
り
方
生
き

方
を
考
え
さ
せ

る

こ

と

を
目

的
と
し

て

設

定
し

て

い

る
。

　
『

学

習
指
導

要
領
解
説

　
公
民
編
』

は
、

イ

ン

ド

仏
教
・

日

本
仏

教
を

教
え

る

こ

と

に

つ

い

て
、

『

学
習
指
導
要

領
」

よ
り

も
具

体
的
な

解
説
を

加
え
て

い

る
。

各
々

に

つ

い

て

の

解
説
を
対
比
す
る

と、

イ
ン

ド

仏
教
を

教
え
る
こ

と
に

関
し
て

は

釈
尊
の

言
行、

す

な
わ
ち
仏

教
の

「

原

初
」

の

姿
が

強
調
さ

れ
て

い

る
の

に

対
し、

日

本
仏
教
を

教
え
る

こ

と

に

関
し
て

は

「

日

本
独
自
」

の

仏
教
受
容
に

重
点
が

置
か

れ
て

い

る

こ

と

が

分
か

る
。

こ

れ
ら
二

点
を

強
調

す
る
こ

と

は、

「

仏
教
」

に

つ

い

て
、

分

裂
し

た

イ
メ

ー
ジ

を
生

徒
に

与
え
か

ね

な
い

。

　

教
科
書
の

記

述
に

つ

い

て

は
、

二

つ

の

大
き

な

問
題

点
が

挙
げ
ら

れ

る
。

一

つ

目
は

、

教
科
書
の

記
述
そ

の

も
の

に

誤
り

が

散
見
さ

れ
る

と

い

う
問
題
で

あ
る

。

例
え

ば、

梅
原
猛
氏
の

造
語
で

あ
る

「

山
川
草

木
悉
皆

成
仏
」

が

最
澄
の

言
葉
と

し
て

紹
介
さ
れ
て

い

る

こ

と

や、

「

自
力
本
願
」

と

い

う
用

譜
が

用
い

ら

れ

て

い

る

こ

と

な

ど

が

挙
げ
ら

れ

る
。

二

つ

日

は
、

教
科
書
が

、

日
本
仏
教
の

各
宗
派
を

、

宗
教
で

は

な
く、

日

本
思
想

史
あ
る

い

は

文

化
史
の
一

要
素
と

し

て

扱
う
結
果

、

発
展
史

観
的
な
見
方

か

ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の

宗
派
を

序
列
化
す
る

立
場
に

陥
り

や

す
い

と

い

う
問

題
で

あ
る

。

例
え
ば

、

→

部
の

教
科
書
は

、

鎌
倉
期
の

祖
師
た
ち
に

よ

っ

て
、

仏
教
の

「

日

本
独
自
の

受
容
」

が

完
成
し

た

と

い

う
立
場
に

た
っ

て

い

る

た

め、

奈

良
・

平
安
期
の

仏
教
を

低
く
位
置
づ

け

る

か

の

よ
う
な

記

述
が

見
ら
れ
る

。

ま
た
、

鎌
倉
期
ま

で

の

祖
師
た

ち

に

よ
る
仏
教
の

受
容

を
重

視
し
て

教
え
る

立

場
は

、

結
果
と

し

て
、

そ

れ

以
後
の

日

本
仏
教
を

軽

視
す
る

態
度
で

も
あ
る

こ

と

に

も

注
意
が

必

要
で

あ
ろ

う
。

「

心
の

ノ

ー

ト
」

の

可
能
性
と

限
界

　

ー
官
製
ス
ピ

リ

チ
ュ

ア
ル

の

ほ
こ

ろ
び

ー

弓

山

達

也

　
二

〇

〇
二

年
、

文

科
省
よ
り

「

心
の

ノ

ー

ト
」

と

呼
ぼ
れ
る

ワ

ー
ク

ブ

ッ

ク

が

全
国
の

小
中
学

校
に

配
布
さ

れ

た
。

こ

の

「

心
の

ノ

ー

ト
」

に

は、

既

成
の

道
徳
副
読
本
と

比
べ

て

「

自
己
」

「

他

者
」

「

自
然
・

崇
高
さ
」

「

集
団
・

社
会
」

に

関
す
る

踏
み

込
ん

だ

記
述
が

散

見
さ

れ、

｝

部
は

宗
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